
COMPANY PROFILE



『非日常を日常に』

Turn the Extraordinary 
into Everyday Life

海はこんなに青い。空はこんなに広い。

今を忙しく生きる人が、当たり前のことに気づける

そんな場所と時間がもっと身近にあってもいい。

リモートワークやワーケーションが

当たり前になった今、

生き方を気負わず、もっと自分らしく。

私たちは心の充足につながる豊かさを見据え、

ストレスフリーなライフスタイルを応援します。

海のある日常をすべての皆さまに。

船に乗り海に出るだけでなく、

マリンアクティビティや水辺で過ごすことで、

生活にゆとりややすらぎを感じてほしい。

そのサポートやプロデュースが

できる企業としての役割を果たしたい。

実現したいのは「幸福」という資産。

常にお客様の希望のもう一歩先を見つめ、

それを超えた未来へつなぐ。

それが私たちの使命です。

新しい過ごし方を創造・提案し、

積極的に世の中に発信していきます。

「お客様へ最高のサービスを提供する」を

実現するために日々尽力してまいります。

今を生きる人の価値観をカタチに、Social Goodな事業を展開します

コンソーシアムを構成する事業者のマッチングによ

り、マリーナ開発の企画提案、運営受託や施設運営

に関するアドバイス・コンサルティング業務など、

水際の開発を幅広く支援いたします。また、自社マ

リーナの運営の他、指定管理や運営受託による直接

運営も手掛けています。 

国内外のボート・ヨット販売、輸出入、修理メンテ

ナンス、各種艤装、船舶検査・登録、チャー タークルー

ズ、船舶免許講習、マリン用品販売、各種通信販売

などを行なっています。

マリンアクティビティーリゾートや温泉旅館の経営

など、自然回帰による非日常感を体感して いただけ

る LOHAS & RESORT を運営。ワーケーション需要に

も対応しています。 

地産地消と健康志向をコンセプトに、レストランな

どを展開しています。メニュー調整による フードロ

スの削減や魚食の推進など、食を通して豊かな生活

を創造します。

BAN レスキューステーションとして、東京湾・相模湾・

博多湾、自治体・警察・消防との災害 支援協定を結び、

安全なボートライフをサポートしています。

都市の港湾など水際を活用した地域振興や経済活性

化を自治体と協力して推進。これまでにも「神 奈川

県新たな観光の核づくり構想」「東京 WATERFRONT 

協議会」に参画。独自のノウハウと実 績のあるネッ

トワークで、新たな価値創出をサポートします。 

アーティストやデザイナーとのコラボ商品のブラン

ド戦略・開発および販売を行っています。

ドッグラン、グランピングなど施設運営、ビーチで

のマリンアクティビティ、体験ヨット教室など、 安心・

安全なレジャー施設の企画や運営をしています。 

アクティビティ事業

マリーナ開発・運営

マリン関連事業

滞在型リゾート

フードサービス事業

官民連携による
地域振興・活性化事業

緊急時対応・災害対策事業

アパレル事業



LANNISTER グループの手がけたプロジェクトをご紹介します。

Marina Management
マリーナ経営の他、マリーナの再整備や飲食施設、
イベント誘致などを行います。 

◯城ヶ島ベイマリーナの運営

◯Ｊ’ｓフィッシングの運営

◯福岡市ヨットハーバーの運営

◯佐賀県ヨットハーバーの運営

◯宜野湾港マリーナの運営

◯与那原マリーナの運営

Marine Event
地域活性につながるマリンイベントを開催し、
来場者の増加を図ります。 

◯ビーチマルシェ

◯ジュニアヨットスクール

◯SUPヨガスクール

Resort Management
宿泊や BBQ施設などファミリーで楽しめるリゾートの
プランニングを行います。 

◯愛犬と泊まれる伊豆修善寺絆+の運営

◯福岡市小戸ビーチの運営

◯ドッグランの運営

PROJECT RESULTS

Sales
専門スタッフが、お客様のニーズに合わせた
きめ細やかなご提案をいたします。 

◯ボート・ヨットの販売

◯自動車販売・レース用チューニング

◯アパレルの製造・販売

Regional revitalization business
効果的なイベントやプランニングで人々の集客や賑わいを創出します。 

◯レッドブル エアレースの海上運営

◯BANレスキューステーション

◯神奈川県新たな観光の核づくり

Repair / Maintenance
FRP や木の大工・鉄鋼・塗装・エンジン組立て・電装等、
各分野の作業場所があり各種のプロが作業を行います。 

◯ボート・ヨットの修理



LANNISTER グループの運営する施設をご紹介します。

J's Fishing 海上イケス釣堀
〒238-0237 神奈川県三浦市三崎町城ヶ島 650-70
TEL:046-854-9891
http://js-fishing.com/

佐賀県ヨットハーバー
〒847-086 佐賀県唐津市二タ子 3丁目 1-80
TEL:0955-73-7041FAX:0955-73-9968
http://syh-co.jp/

与那原マリーナ
〒901-1304 沖縄県島尻郡与那原町東浜 70 番地
TEL:098-945-8131
https://yonabaru-marina.com/

福岡市ヨットハーバー
〒819-0001 福岡市西区小戸 3丁目 58-1
TEL:092-882-2151FAX:092-881-2344
https://fyh.jp/

宜野湾港マリーナ
〒901-2224 宜野湾市真志喜 4-4-1
TEL:098-897-7017
https://ginowan-marina.com/

本格会席と源泉の湯　伊豆修善寺 絆 +
〒410-2416 静岡県伊豆市修善寺 3372-1
TEL:0558-79-3722
https://kizuna-shuzenji.com/

城ヶ島 Bay Marina
〒238-0237 神奈川県三浦市三崎町城ヶ島 337
TEL:046-881-7243FAX:046-880-1240
https://jogashima.ltd/

会 社 名 株式会社 LANNISTER
住　　所 〒238-0237

神奈川県三浦市三崎町城ケ島 337 番地
電　　話 046-881-7243
事業内容 当社グループのトータルマネジメント

グループ会社

会 社 名  株式会社プラスわん
住　　所 〒410-2416

静岡県伊豆市修善寺 3372-1
電　　話 0558-79-3722（伊豆修善寺　絆+代表）
事業内容 ペットと泊まれる宿泊施設「愛犬と楽しむ

温泉旅館　伊豆修善寺　絆+」の運営
Ｈ　　Ｐ https://kizuna-shuzenji.com/

会 社 名 株式会社マリンリゾート南紀
住　　所 〒〒646-0063

和歌山県田辺市芳養松原 2-28-5
電　　話 0793-33-9907
事業内容 舟艇販売およびマリンショップ

「UNITE MARINE BASE」の運営
Ｈ　　Ｐ https://mrnanki.com/

会 社 名 株式会社シーエンジニアリング沖縄
住　　所 〒904-0116

沖縄県北谷町北谷 1-14-3 1F
電　　話 098-901-4145
事業内容 宜野湾港マリーナ指定管理、

与那原マリーナー指定管理
Ｈ　　Ｐ https://www.seaengineering-oki.net/

会 社 名 有限会社デュアルオート
住　　所 〒252-0244

神奈川県相模原市中央区田名 1266
電　　話 0427-64-0746
事業内容 新車、中古車販売・整備

会 社 名 株式会社 城ヶ島
住　　所 〒238-0237

神奈川県三浦市三崎町城ケ島 337 番地
電　　話 046-881-7243

Ｈ　　Ｐ https://jogashima.ltd/

事業内容 マリーナ関連施設「城ヶ島ベイマリーナ」
「J's フィッシング」「福岡市ヨットハーバー」の運営

沿　　革

1949 年 7 月 數金造船所創業

2008 年 4 月 ブルーマリン城ケ島（マリーナ業務開始）

2009 年 4 月 第 2ボートヤード開設（20 隻分）

2014 年 10 月 株式会社城ヶ島設立

2015 年 7 月 神奈川県新たな観光の核づくり認定事業、
海上イケス釣堀 J’ s フィッシング運営開始

2018 年 4 月 城ケ島ベイマリーナへ商号変更、
レストラン事業進出

2019 年 3 月 関西地区マリンリゾート南紀、
マリンショップ事業開始

2019 年 10 月 合同会社 SEALINE 設立　
クルーズ事業、アパレル事業開始

2020 年 2 月 （株）プラスわん設立　宿泊事業開始

2021 年 1 月 （株）LANNISTER 設立　グループ組織体制へ

2021 年 4 月 福岡市ヨットハーバー指定管理開始

2021 年 8 月 株式会社城ヶ島による數金造船所の合併

2022 年 3 月 第 3ボートヤード開設（10 隻分）

2023 年 4 月 佐賀県ヨットハーバー指定管理開始

2023 年 4 月 シーエンジニアリング沖縄、
沖縄県宜野湾港マリーナ管理運営開始

2024 年 4 月 シーエンジニアリング沖縄、
沖縄県与那原マリーナ管理運営開始


